
 母の日行事では三春ダム方面にドライブツアーに出かけてきました！初めて三春ダムを訪れる 

利用者さんもいらっしゃって、車内はドキドキワクワクで盛り上がっていました。ダムに到着して

からは風景を楽しみながら記念撮影をして、資料館でダム建設の歴史などを学びました。ダムの水

が県外の方まで流れていることには利用者さんも驚きを隠せませんでした。来館記念ハンコもしっ

かり押して思い出の１ページに記録しました。その後はおおはたやさんに移動してソフトクリーム

を食べました。大豆の香りがほんのりとした甘さ控えめな大人の味に、皆さん笑顔でソフトクリー

ムを食べていました。２階と３階のツアーは全く正反対の天候となってしまいましたが、利用者さ

ん同士で外出する機会は貴重です。とある利用者さんは皆さんで外出できたことが嬉しかったみた

いで、記念撮影の時に嬉し涙を見せておりました。また皆さんで楽しくお出かけしましょうね！ 
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～居宅介護支援事業所だより～ 

介護のことなら何でもご相談ください。（相談無料・秘密厳守） 

三春南東北リハビリテーション・ケアセンター内  南東北三春居宅介護支援事業所 

    相談窓口：℡0247-61-2512（直通） 営業日：月曜日～土曜日、8時30分～17時 

 居宅チョットQ ～ちょっとした疑問にお答えします～                                       
 

 Q. 家族が一緒に暮らしていても、ヘルパーさんに家事を頼めるって本当？ 
 

 みなさんは、「同居家族がいるから、ヘルパーさんに掃除や調理などの生活援助は頼めない」と

思い込んでいませんか？ 

確かに介護保険のルールでは原則NGとされていますが、これには個々の事情に寄り添った大切な

「例外」があります。 

 介護保険が重視するのは、家族の有無ではなく「実際に家事を行える状態か」です。          

例えば、同居する家族が日中は仕事で不在になる場合や、家族自身が高齢や病気で家事が難しい場

合は、生活援助が認められるケースがあります。また、認知症の症状などから、第三者が介入した

ほうがお互い穏やかに過ごせるという理由で許可されることもあります。 

 「同居だから」と一人で介護を背負い込む必要はありません。一律のバツではなく、それぞれの

家庭の事情に合わせる柔軟な仕組みが整っています。我が家の場合はどうだろうと少しでも迷った

ら、まずは私たちケアマネジャーにご相談ください。無理のない在宅生活を続けられる一番良い方

法を、一緒に考えていきましょう。                             
                                     Y.I 

・オムライス     

・キャベツの和え物      

・りんごムース 

５月５日（火）は子供の日、祝日メニューです。たまごたっぷりの 

ふわふわのオムライスを提供いたしました。たまごとソースが絡ん

でとても美味しいと好評でした。和え物やムースもさっぱり爽やか

な味で食べやすく仕上げています。 



 

 ３階のレクリエーションでは、ボウリング大会を開催いたしました。軽くて小

さなカラーボールを使用したため、真っ直ぐ狙うことが難しくて思うようにピン

を倒すことができませんでした。でも皆さんはゲームに夢中になって取り組んで

おられました。周りからの声援もたくさん聞かれ、楽しいボウリング大会となり

ました。次回はもっとピンを倒しまくって盛り上がりましょう！ 

 通所リハビリでは母の日にちなみ、フラワートスゲームを行いました。少し離

れたところにカゴを置いて、カーネーションの花束を三本投げ、入った本数で点

数を競います。曜日によって点数の配分や、カゴまでの距離に変化を加えて実施

しました。カゴの近くまで手を伸ばそうとする方や、三本同時に投げて入る確率

を上げようとする方など、皆さん知恵を活かしながら工夫してゲームを楽しんで

いました。 

 2階では母の日に合わせ、カーネーションの花束を壁面に飾りました。利用者さ
んにもお手伝いいただき、お花紙を加工して一つ一つ広げてカーネーションを作
りました。仕上げにカーネーションを花束に見えるように飾り、隣にはお花紙で
作った鯉のぼりを飾りつけました。利用者さんは花束や鯉のぼりの出来栄えにと
ても満足し、自分たちで作った大作と一緒に写真撮影もしました。 



家庭でできる食中毒予防の６つのポイント 

一般財団法人脳神経疾患研究所 

介護老人保健施設 三春南東北リハビリテーション・ケアセンター 
 

〒963-7733 田村郡三春町大字山田字クルミヤツ3-3 

代表℡０２４７－６１－２５１１ Fax０２４７－６１－２５２２ 

http://www.kaigo-miharu.com/ 

     【ダイヤルイン番号】 （通所ﾘﾊﾋﾞﾘと相談室は8:30～17:00）      

      通所ﾘﾊﾋﾞﾘ：0247-61-5200  相 談 室：0247-61-5201 

      2階ｽﾃｰｼｮﾝ：0247-61-5203  3階ｽﾃｰｼｮﾝ：0247-61-5204 

             南東北三春居宅介護支援事業所：0247-61-2512    

                   

細菌による食中毒を予防するためには、 
・細菌を食べ物に「つけない」 
・食べ物に付着した細菌を「増やさない」 
・食べ物や調理器具に付着した細菌を「やっつける」という３つのことが原則となります。  

 介護福祉士・介護スタッフ・看護職 募集中！  

・業務内容 ： 食事・排泄・入浴・リハビリ介助 等              

・勤務時間 ： 8：30～17：00                     

・未経験者でも就労可能です ※パートもご相談下さい  

随時見学を受付しております！ 

お気軽にお問い合わせください。 

食中毒を予防しましょう！ 
食中毒予防の３原則 

厚生労働省「家庭での食中毒予防」参照 

※食中毒は簡単な予防方法をきちんと守れば予防できます。 

それでも、もし、腹が痛くなったり、下痢をしたり、気持ちが悪くなったりしたら、 

お医者さんに相談しましょう。 


